
（
一
、
一
一
）
（
一
二
）

万
治
二
年
以
来
稲
葉
家
の
藩
医
で
あ
っ
た
竹
岡
家
を
中
心
と
し
た
淀
藩
医
学
の
一
端
を
『
啓
迪
』
誌
上
に
掲
載
し
た
。
そ
れ
は
竹
岡
家
の
祖

（
四
）
，

玄
量
が
岡
本
玄
冶
の
高
弟
で
あ
り
、
そ
の
推
挙
に
よ
っ
て
稲
葉
家
に
勤
仕
し
た
経
緯
か
ら
考
え
て
、
竹
岡
家
々
学
は
曲
直
瀬
流
後
世
医
学
で
あ

（
五
）

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
面
、
稲
葉
家
は
二
・
三
・
四
代
に
わ
た
り
老
中
職
を
つ
と
め
和
蘭
商
館
と
の
交
流
も
深
く
、
そ
の
医
術
・
医
学
に
接
す

る
機
会
が
多
か
っ
た
た
め
、
主
に
江
戸
詰
の
藩
医
の
中
に
は
和
蘭
医
学
に
精
通
し
て
業
績
を
あ
げ
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
こ
で
本
文
で
は
淀

藩
医
学
の
う
ち
蘭
学
に
つ
い
て
考
え
る
。

（
六
）
（
七
）

淀
の
歴
史
的
風
土
と
淀
城

淀
は
山
城
盆
地
の
最
南
端
に
位
置
し
て
い
る
。
北
よ
り
宇
治
川
、
西
よ
り
淀
川
、
南
よ
り
木
津
川
が
流
れ
き
て
三
川
の
合
流
点
に
当
り
、
更

に
東
に
は
巨
椋
池
を
控
え
て
い
た
。
従
っ
て
交
通
・
戦
略
上
の
要
点
と
し
て
古
く
よ
り
与
等
津
（
淀
津
）
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
し
て
き
た
。

室
町
初
期
よ
り
淀
川
右
岸
に
は
細
川
氏
に
よ
り
城
が
築
か
れ
た
。
史
上
に
名
高
い
淀
君
の
居
城
と
し
て
の
淀
城
は
天
正
十
七
年
秀
吉
に
よ
っ

て
現
在
の
明
教
寺
の
辺
に
築
か
れ
た
が
、
伏
見
城
も
淀
城
も
豊
臣
氏
と
と
も
に
廃
城
と
な
っ
た
。

元
和
九
年
皇
都
守
護
の
目
的
を
も
っ
て
、
幕
府
は
掛
川
城
主
松
平
定
綱
に
命
じ
て
淀
に
新
城
を
築
か
せ
た
。
そ
の
場
所
は
現
在
京
阪
電
車
淀

は
じ
め
に 淀

藩
に
於
け
る
關
学

唖
稗
纒
極
雲
識
読
電
磨
一
卦
哩
鍔
喀
誇
需
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
五
日
受
付

杉
立
義
一
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初
代
正
成
は
家
康
に
仕
え
て
勲
功
あ
り
、
下
野
国
に
二
万
石
を
賜
っ
た
。
そ
の
室
お
福
は
稲
葉
家
を
離
縁
後
、
徳
川
家
に
入
り
家
光
の
乳
母

役
と
な
り
春
日
局
と
称
さ
れ
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
。
そ
の
実
子
二
代
正
勝
は
寛
永
九
年
に
相
州
小
田
原
城
主
と
な
り
、
八
万
五
千
石
を
領
し
老

中
職
を
つ
と
め
た
が
、
安
永
十
一
年
三
十
八
歳
で
没
し
た
。
そ
の
子
三
代
正
則
は
十
二
歳
で
家
督
を
つ
ぎ
、
明
暦
三
年
か
ら
延
宝
八
年
ま
で
二

十
三
年
間
老
中
職
を
つ
と
め
た
。
四
代
正
往
は
小
田
原
か
ら
越
後
国
高
田
へ
、
さ
ら
に
下
総
国
佐
倉
へ
移
封
さ
れ
た
。
そ
の
間
元
禄
十
四
年
老

中
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
五
代
正
知
は
享
保
八
年
五
月
朔
日
、
山
城
国
淀
に
移
さ
れ
十
万
二
千
石
を
領
し
た
。
以
来
十
六
代
正
邦
の
時
廃
藩
と
な
る

ま
で
約
百
五
十
年
間
淀
を
領
し
た
。
最
後
の
藩
主
正
邦
は
戌
申
の
役
の
際
は
老
中
筆
頭
と
し
て
江
戸
に
あ
っ
た
。

（
八
）

稲
葉
家
は
も
と
美
濃
国
の
豪
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
略
系
譜
を
示
す
。
（
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
よ
り
）

１
正
成
ｌ
２
正
勝
１
３
正
則
１
４
正
往
１
５
正
知
１
６
正
任
１
７
正
恒
１
８
正
親
１
９
正
益
ｌ
加
正
弘
１
，
正
謹
ｌ
皿
正
備
ｌ
鵡
正
発
ｌ
皿
正
守
ｌ
妬
正

誼
ｌ
鵡
正
邦

松
平
氏
の
あ
と
永
井
氏
・
石
川
氏
・
松
平
氏
と
城
主
は
変
わ
り
、
享
保
八
年
五
月
稲
葉
正
知
が
入
部
し
て
幕
末
ま
で
淀
を
支
配
し
た
。
稲
葉

氏
以
前
の
領
主
は
在
淀
期
間
も
短
か
く
と
く
に
語
る
べ
き
資
料
も
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
い
う
淀
藩
の
藺
学
と
は
正
知
以
前
の
正
勝
・
正
則
の

時
代
を
も
含
め
た
稲
葉
家
を
中
心
と
し
た
蘭
学
の
消
長
を
さ
す
。

駅
前
に
城
跡
公
園
と
し
て
残
る
場
所
で
あ
る
。
松
平
定
綱
は
家
臣
成
瀬
杢
右
衛
門
を
平
戸
に
派
遣
し
て
和
藺
流
築
城
術
を
学
ば
せ
て
採
用
し
垂

寛
政
二
年
に
完
成
を
桑
た
。
工
法
上
の
特
徴
と
し
て
、
目
城
の
鉄
門
を
ボ
ル
ト
で
し
め
た
。
ロ
土
居
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
。
白
堀
は
普

通
の
薬
研
堀
で
な
く
障
子
堀
と
称
す
る
逆
ア
ー
チ
形
で
あ
る
。
四
各
曲
輪
の
桝
形
は
「
く
い
ち
が
い
虎
口
」
を
採
用
。
等
と
い
わ
れ
る
が
、
昨

年
来
天
守
台
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
天
守
閣
に
は
深
さ
二
・
五
米
の
地
下
室
が
あ
り
、
ま
た
四
周
に
石
で
作
っ
た
排
水
溝
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
淀
藩
主
稲
葉
家
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永
代
日
記

三
代
正
則
が
寛
永
十
一
年
に
十
一

（
一
一

害
を
ま
と
め
た
も
の
を
『
永
代
日
『

を
献
納
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

稲
葉
正
勝
と
和
蘭
使
節

（
一
○
）

『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
の
う
ち
、
和
蘭
東
印
度
総
督
特
使
と
し
て
来
日
し
江
戸
に
行
っ
た
ウ
イ
ル
レ
ム
・
キ
ン
セ
ン
の
日
記
（
一
六

三
一
年
五
月
’
一
六
三
三
年
一
月
）
を
み
る
と
、
閣
老
稲
葉
丹
後
守
（
二
代
正
勝
）
の
名
前
が
屡
を
出
て
く
る
。
幕
閣
に
重
き
を
な
し
た
正
勝

が
藺
人
の
宿
を
尋
ね
た
り
、
正
式
交
渉
の
他
に
贈
物
を
貰
っ
た
り
、
或
は
希
望
の
品
物
を
注
文
し
て
い
る
。
ま
た
商
館
長
一
ヨ
ラ
ス
・
ク
ー
ヶ

バ
ッ
ケ
ル
の
日
記
に
は
、
一
六
三
三
年
十
一
月
、
稲
葉
丹
後
守
は
閣
老
で
あ
り
か
つ
皇
帝
（
将
軍
）
の
義
弟
と
記
し
、
さ
ら
に
一
六
三
四
年
五

月
に
は
皇
帝
の
義
弟
が
死
ん
だ
と
記
し
て
あ
る
。

（
九
）

稲
葉
家
江
戸
藩
邸
は
、
上
屋
敷
は
小
川
町
、
中
屋
敷
は
築
地
木
挽
町
、
下
屋
敷
は
渋
谷
に
あ
っ
た
。
こ
の
下
屋
敷
は
正
勝
以
来
の
拝
領
屋
敷

で
、
そ
の
地
域
は
頗
る
広
大
で
邸
内
に
田
あ
り
畑
あ
り
林
あ
り
炭
焼
小
屋
も
あ
っ
た
。
『
名
園
雑
記
』
、
『
渋
谷
御
露
地
名
勝
記
』
に
よ
れ
ば
、

奇
石
名
木
満
ち
て
世
に
誇
る
べ
き
名
園
で
あ
っ
た
が
、
維
新
後
度
々
上
地
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
昭
和
初
期
に
は
約
一
万
坪
を
残
す
だ
け
と
な
っ

た
。

（
一
一
一
）

万
治
四
年
三
月
十
三
日
の
条
に
、
先
年
献
納
を
う
け
た
薬
酒
十
三
色
に
つ
い
て
、
添
付
し
て
あ
る
薬
酒
能
毒
書
付
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
若

し
間
違
い
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
弥
次
兵
衛
が
持
参
し
て
め
す
と
ろ
と
申
す
外
科
に
念
を
押
し
て
尋
ね
た
結
果
次
の
よ
う
な
内
容
の
返

二
稲
葉
正
則
と
蘭
学

｜
年
に
十
二
歳
で
家
督
を
つ
い
で
よ
り
、
元
禄
九
年
に
七
十
四
歳
で
没
す
る
ま
で
の
約
六
十
年
間
の
公
私
に
わ
た
る
文

（
一
一
）

『
永
代
日
記
』
と
い
う
。
こ
の
中
に
は
和
蘭
商
館
長
が
江
戸
参
府
の
際
に
必
ず
正
則
を
訪
問
し
て
種
盈
の
珍
貴
な
品
物
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和
蘭
医
学

（
一
三
、
一
四
）

十
七
世
紀
中
葉
、
幕
府
高
官
や
大
名
は
西
洋
解
剖
書
を
求
め
、
家
臣
に
和
蘭
医
学
を
習
得
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
長
年
月
幕
閣
に
あ
っ
た

正
則
も
解
剖
書
を
求
め
、
和
蘭
医
学
に
深
い
興
味
を
示
し
た
。
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
に
は
老
中
稲
葉
美
濃
様
（
冒
四
冨
巨
旨
。
闇
日
脚
）

と
し
て
度
々
登
場
し
て
い
る
。
い
ま
岩
生
の
論
文
よ
り
引
用
す
る
。

一
六
五
○
年
二
月
十
日
、
夕
方
小
田
原
城
主
老
中
稲
葉
美
濃
様
が
、
外
科
医
（
岩
生
注
、
○
画
も
胃
芹
冨
日
牙
凋
ｇ
か
）
を
彼
の
城
内
に
招

い
た
が
、
腕
に
受
け
た
傷
口
の
診
療
を
受
け
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。

一
六
六
六
年
五
月
九
日
、
本
日
町
年
寄
新
右
衛
門
殿
は
再
び
長
崎
に
出
発
し
た
。
こ
れ
と
同
行
し
て
故
ゾ
ウ
ア
ン
の
息
子
も
同
地
に
出
発
し

た
が
、
美
濃
様
の
推
薦
に
よ
っ
て
長
崎
に
於
い
て
十
年
間
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
に
つ
い
て
医
術
を
習
う
た
め
で
あ
る
。

（
一
五
）

こ
の
頃
、
大
藩
の
藩
医
で
君
侯
の
命
令
に
よ
っ
て
出
島
に
行
き
和
蘭
外
科
医
に
つ
い
て
外
科
を
学
び
、
医
術
免
許
状
を
授
与
さ
れ
る
の
を
例
と

し
た
。
現
在
□
せ
○
日
画
の
残
る
の
は
西
玄
甫
・
嵐
山
甫
安
・
瀬
尾
昌
宅
・
太
田
黒
玄
淡
・
原
三
信
の
五
者
で
あ
る
。

一
六
六
八
年
十
二
月
二
十
三
日
、
本
日
本
木
庄
太
夫
が
来
て
作
右
衛
門
の
名
に
於
い
て
（
殿
美
濃
様
の
た
め
に
本
年
贈
呈
し
た
物
の
外
に
）

古
く
か
ら
ス
ピ
ー
ヘ
ル
の
解
剖
害
切
目
侭
座
骨
胃
シ
昌
昌
。
目
の
を
一
冊
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
尋
ね
て
、
そ
の
殿
は
（
こ
れ
を
買
入
れ
よ
う
と

し
て
い
る
が
）
こ
れ
に
つ
い
て
色
々
尋
ね
さ
せ
た
の
で
、
我
々
は
こ
れ
を
彼
に
手
渡
し
た
…

一
六
七
三
年
二
月
二
十
五
日
の
条
に
、
作
右
衛
門
の
命
に
よ
っ
て
老
中
美
濃
様
の
た
め
に
、
吉
左
衛
門
が
ホ
ル
ッ
ス
・
エ
ク
ス
テ
ン
テ
ヌ
ス

（
因
○
吋
旨
い
国
営
の
貝
ｇ
巨
吻
）
三
冊
と
『
人
体
解
剖
図
』
シ
ご
画
８
日
５
８
“
日
○
唱
号
宮
四
一
冊
を
取
り
に
来
た
が
、
彼
の
云
う
所
に
よ
れ
ば
、
平
蔵
殿

事
を
得
た
。
一
、
す
と
ま
か
あ
、
一
、
あ
に
い
す
、
一
、
あ
る
お
い
、
一
、
め
ん
て
、
一
、
ろ
う
す
さ
う
わ
す
、
一
、
ふ
ら
ん
た
び
ん
、
一
、
あ
ん
せ

り
か
、
一
、
あ
く
わ
ひ
い
た
ま
て
や
う
り
等
の
薬
酒
に
つ
い
て
夫
々
適
応
・
引
用
法
・
量
・
禁
忌
等
を
個
条
害
に
記
し
最
後
に
、
以
上
右
之
酒

共
根
本
は
葡
萄
酒
な
り
、
色
々
加
薬
し
て
煎
夫
々
に
名
付
申
候
作
り
様
御
望
に
御
座
候
は
箕
長
崎
よ
り
書
付
指
上
可
申
致
候
。
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藺
人
シ
目
。
丘
巨
吻
昌
。
昌
目
匡
唖
が
一
六
六
九
年
（
寛
政
九
年
）
に
著
わ
し
た
『
東
イ
ン
ド
会
社
遣
使
録
』
は
翌
一
六
七
○
年
曽
冒
○
怪
耳

が
英
訳
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
稲
葉
美
濃
守
へ
の
献
納
品
の
記
事
が
で
て
い
る
。

（
一
八
）

商
館
長
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
隈
。
冨
愚
函
乏
侭
３
画
胃
は
一
六
五
六
年
七
月
十
一
月
ハ
タ
ビ
ャ
よ
り
長
崎
に
向
っ
た
が
、
東
印
度
会
社
代
弁
者
よ

り
長
崎
に
行
く
前
の
準
備
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
献
す
べ
き
ま
た
希
望
品
の
品
名
を
記
し
た
命
令
害
を
受
け
と
っ
た
。
稲
葉
侯
に
つ
い
て

は
「
小
田
原
侯
に
し
て
天
文
学
者
た
る
稲
葉
美
濃
様
よ
り
白
天
鴦
絨
三
片
及
優
等
の
望
遠
鏡
二
個
の
希
望
あ
り
」
と
記
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
ワ

ー
ヘ
ナ
ー
ル
は
第
二
回
目
の
江
戸
参
府
の
た
め
一
六
五
八
年
二
月
二
日
長
崎
を
出
帆
し
た
。
三
月
二
十
一
日
江
戸
到
着
、
四
月
九
日
将
軍
に
謁

ま
た
一
六
』

た
。
ま
た
亜

く
し
た
と
。

が
江
戸
に
こ
れ
を
携
へ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
記
録
を
み
る
と
正
則
は
三
種
類
の
解
剖
書
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
レ
ム
メ
リ
ン
曽
冨
ロ
ロ
閃
①
日
日
の
旨
の

解
剖
書
国
営
画
ｘ
巨
胃
。
８
”
ｇ
ｏ
唱
名
三
２
唾
に
つ
い
て
は
本
木
庄
太
夫
に
郁
訳
を
命
じ
、
庄
太
夫
は
『
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
』
と
名
付
け
た

（
一
四
）

訳
抄
本
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
部
の
和
蘭
医
学
伝
習
者
の
間
に
画
き
つ
が
れ
た
。
酒
井
シ
ヅ
に
よ
れ
ば
現
在
秩
父
市
の
片
山
家
に
あ
る
写
本

の
巻
末
に
「
本
書
通
詞
本
木
庄
太
夫
差
上
之
天
和
二
年
四
月
中
旬
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
稲
葉
正
則
に
差
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
六
七
二
年
四
月
二
十
八
日
の
条
に
、
チ
ョ
ー
チ
ッ
と
い
う
美
濃
様
の
医
師
が
、
江
戸
出
府
中
の
商
館
長
を
尋
ね
て
内
外
の
情
勢
を
尋
ね

た
。
ま
た
翌
年
四
月
十
五
日
に
同
じ
チ
ョ
ー
チ
ッ
が
ラ
ン
セ
ッ
ト
を
貰
う
た
め
に
外
科
医
の
許
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
男
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
よ

こ
の
よ
う
に
稲
葉
正
則
は
和
蘭
医
学
の
優
秀
性
を
認
め
た
う
え
で
、
数
種
の
人
体
解
剖
吉
を
入
手
し
て
、
こ
れ
を
通
詞
に
統
訳
さ
せ
た
の
拳

で
な
く
、
自
藩
の
藩
医
を
江
戸
の
和
蘭
人
宿
舎
に
尋
ね
さ
せ
、
ま
た
長
崎
に
留
学
さ
せ
て
和
蘭
医
学
を
学
ば
せ
た
。
さ
ら
に
和
蘭
語
を
も
学
ば

せ
た
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
は
た
と
え
封
地
は
変
わ
っ
て
も
永
く
淀
藩
医
学
の
底
流
と
な
っ
た
。

（
一
六
、
一
七
）

『
東
イ
ン
ド
会
社
遣
使
録
」

249 （113）



見
し
た
の
ち
五
月
四
日
江
戸
を
出
立
し
た
。
こ
の
間
将
軍
・
閣
老
に
贈
物
を
し
た
。

（
一
一
ハ
）

『
遣
使
録
』
（
英
文
）
の
一
節
を
次
に
記
す
。

》
【
○
門
ｎ
ｏ
ぐ
の
門
》
骨
昏
⑦
閉
口
目
．
ぬ
い
○
由
○
畠
Ｃ
ａ
『
戴
』
○
屋
再
Ｑ
昌
冒
凹
創
旨
旦
．
』
畠
ご
》
許
ロ
の
面
目
胃
も
①
門
○
門
い
い
ロ
ロ
巳
①
》
斡
昼
旦
巴
ｍ
Ｏ
骨
彦
①
○
○
巨
昌
ｏ
ｇ
さ
門
．
学
島
言
自
ミ
ミ
ョ
ロ
》

○

回
鳥
箆
さ
鄙
、
○
日
①
聾
己
旨
嘱
具
四
○
＆
‐
○
○
吋
匙
・
ｐ
ｐ
Ｑ
ｍ
厨
○
四
禺
昌
§
こ
き
．
号
①
与
国
屋
具
乏
匡
呂
乏
麗
日
脚
ミ
ロ
○
目
色
官
①
。
⑦
呉
弓
ｇ
ｑ
・

画
ご
旦
但
ぐ
の
ロ
８
二
含
噌
冒
亀
．
』
患
冒
旨
ミ
ミ
ロ
馬
垣
巨
時
垈
巴
、
○
四
句
９
名
の
ｇ
き
①
‐
①
置
脇
〉
言
巨
ｏ
ぽ
ず
の
旨
的
四
ｏ
８
ａ
旨
的
辱
、
⑦
］
烏
ミ
農
月
日
門
口
生

①

固
眼
画
旨
》
号
①
３
日
①
冨
旨
醇
閉
ヶ
①
も
村
輿
①
口
号
具
８
○
旦
胃
汀
ず
昌
旨
号
＆
こ
〕
①
毎
口
岸
ミ
醗
冒
農
の
ず
口
旦
目
守
口
ロ
呉
５
口
ｍ
昌
巨
、

、

貯
吋
ぐ
閏
〕
誘
．
三
島
Ｏ
穴
邑
①
乏
冒
ｇ
底
○
葛
８
畠
①
茸
．
シ
昌
旦
旨
駕
、
。
胃
ミ
農
昌
昏
昏
①
８
鴛
辱
国
○
鼻
島
国
四
目
誘
呂
詞
§
尋
ミ
ロ
Ｃ
ｓ
ミ
屋
員
蓉
司

、

理

巴
昏
ｏ
ｐ
ｍ
彦
昏
①
国
○
ミ
①
園
）
弓
局
①
“
・
い
ロ
ニ
国
閏
言
葛
①
月
の
ｘ
育
創
２
９
口
創
暑
ぽ
い
国
鳥
Ｏ
Ｂ
８
号
①
Ｆ
一
瀞
〉
く
２
』
急
ぎ
旨
コ
ミ
ミ
、
①
昌
詳
ず
ぃ
ｏ
弄
口
函
脚
日
〕

ず
の
。
勉
巨
唾
の
彦
①
］
○
○
宍
』
巳
巨
も
○
口
庁
彦
①
吋
昌
目
厨
庁
○
ず
①
庁
○
○
曽
巳
匙
］
い
い
ロ
ｇ
ｐ
Ｏ
骨
写
含
匹
Ｑ
Ｈ
勉
乏
ロ
》
ｍ
Ｏ
Ｑ
①
印
凰
ロ
、
秒
ず
』
”
ぬ
の
局
国
○
○
Ｆ
功
口
Ｑ
ｏ
目
①
骨
彦
秒
骨

乏
圏
ぽ
ぃ
口
烏
○
日
①
門
も
凰
日
８
．
シ
ロ
旦
四
唖
胃
二
①
葛
陪
昏
の
①
ざ
言
の
黒
の
⑦
日
産
．
弓
冨
呂
三
号
旦
一
吾
①
シ
算
』
日
侭
甘
駒
匡
①
葛
農
目
画
号
さ
門

、

《
ず
③
国
拭
昌
も
、
毎
Ｏ
Ｈ
Ｃ
鳧
一
画
も
国
啓
冒
崔
ミ
急
亀
型
国
営
》
ず
の
Ｏ
脚
こ
い
①
毎
面
①
く
弄
己
．
①
ミ
ロ
○
斤
斤
彦
①
Ｈ
ロ
①
凹
旨
胃
口
的
骨
彦
①
馬
①
○
”
琶
興
、
○
口
戸
⑦
○
局
計
面
①
Ｈ
巨
○
◎
屋
］
Ｑ
卸
旨
旦
計
底
①

。

●
●

ｎ
画
の
諒
胃
〆
冒
魁
○
日
切
冒
圃
ぎ
こ
、
自
己
○
国
目
〉
凹
昌
巳
己
日
日
旨
い
８
号
①
日
昌
昏
昏
①
時
国
目
鴨
晟
・
旨
目
目
⑦
号
の
日
肥
田
員
陪
苛
門
吾
の
儲
胃
①
‐

④

い
①
貝
翼
５
口
９
号
①
国
四
目
の
岳
〉
吾
２
底
画
く
の
日
四
昌
国
異
国
冒
鴨
岳
○
臣
、
胃
里
さ
『
日
○
胃
昌
昏
①
日
昏
旨
〆
号
胃
。
①
門
国
旨
与
眉
目
旨
①
国
ｐ
ｐ
ｑ

国
の
閉
誘
ｇ
ｏ
旨
急
呂
匡
ぐ
鷺
旨
宍
８
号
①
○
ざ
巨
旦
關
○
忌
日
診
昏
昌
吾
⑦
ぐ
旨
彦
画
ず
時
吾
①
国
①
画
く
①
畠
．

、

、

、

、

こ
れ
を
読
む
と
、
美
濃
様
は
贈
ら
れ
た
望
遠
鏡
を
暗
い
と
い
っ
て
返
還
し
て
き
た
。
こ
れ
は
そ
の
家
臣
達
が
用
法
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
レ
ム
ベ
ル
ト
・
ド
ド
ネ
ウ
ス
の
植
物
書
を
贈
っ
た
が
、
書
中
の
花
卉
植
物
の
図
が
写
生
的
で
精
巧
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず

美
濃
様
は
こ
れ
を
返
し
た
。
印
画
が
あ
ま
り
に
小
さ
く
、
か
つ
よ
く
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
、
大
冊
で
美
麗
に
描
か
れ
た
も
の
を
請
求
し

た
。
…
こ
れ
に
よ
っ
て
も
そ
の
当
時
の
日
本
の
知
識
階
級
の
理
解
度
が
う
か
が
え
る
。
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た年
○，

ド
ド
ネ
ウ
ス
草
木
誌

（
一
九
）

稲
葉
家
藩
祖
を
祭
る
稲
葉
神
社
（
淀
本
町
、
淀
城
跡
公
園
内
）
に
は
、
『
ド
ド
ネ
ウ
ス
草
木
誌
』
一
冊
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
氏
子

会
（
旧
淀
藩
士
会
）
総
代
の
立
会
の
も
と
に
こ
れ
を
実
視
し
た
が
、
そ
の
説
明
の
前
に
こ
の
草
木
誌
の
由
来
を
述
べ
る
。

慶
応
の
初
年
、
藩
覺
明
親
館
（
現
明
親
小
学
校
の
地
）
に
医
学
を
合
併
さ
れ
た
際
、
藩
庫
よ
り
下
げ
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
動
・
植
物
・
理
化

学
等
の
科
学
書
が
完
備
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
正
則
へ
の
和
蘭
商
館
長
よ
り
の
贈
呈
品
で
藩
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
。
明
治
初

年
、
廃
藩
の
さ
い
藩
覺
も
解
散
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
科
学
害
は
藩
医
た
ち
が
抽
籔
に
よ
っ
て
希
望
害
一
部
宛
を
い
た
だ
い
て
持
ち
帰
っ

こ
の
草
木
誌
は
麿
取
養
竹
が
持
ち
帰
り
、
動
物
書
（
ヨ
ン
ス
ト
ン
か
）
は
藩
医
平
野
某
が
持
ち
帰
っ
た
。

麿
取
氏
は
京
都
市
内
で
開
業
し
て
い
た
が
、
昭
和
初
年
に
至
り
贋
取
常
任
は
上
海
に
転
居
す
る
に
当
り
、
こ
れ
を
稲
葉
神
社
に
献
納
し
た
。

い
ま
こ
れ
を
見
る
に
、
表
裏
の
表
紙
は
薄
い
板
に
茶
色
の
動
物
の
皮
が
は
り
つ
け
て
あ
り
、
背
に
は
金
具
が
は
め
て
あ
る
が
破
損
が
甚
し

い
◎
大
き
さ
縦
四
十
四
横
二
十
六
厚
十
二
セ
ン
チ
の
フ
ォ
リ
オ
版
で
あ
る
。

図1ドドネウス草木誌

（稲葉神社所蔵）

一
四
九
二
頁
、
図
は
銅
版
手
彩
色
で
全
文
藺
語
で
書
か
れ
て
い

る
（
図
１
）
。
一
六
四
四
年
ア
ン
ト
ワ
ー
。
ヘ
ン
版
で
あ
る
。
ド
ド
ネ
ウ

ス
の
肖
像
は
つ
い
て
い
な
い
。
京
都
に
は
山
本
元
夫
氏
（
山
本
亡
羊
末

（
二
○
）

孫
）
宅
に
、
一
五
四
四
年
発
行
の
初
版
本
『
ド
ド
ネ
ウ
ス
草
木
誌
』
が

秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
は
羽
×
四
の
オ
ク
タ
ポ
八
シ
折
版
で

あ
る
。前

項
で
述
べ
た
如
く
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
が
献
納
し
た
小
版
の
草
木
誌
は

一
旦
返
還
さ
れ
た
が
、
後
年
改
め
て
フ
ォ
リ
オ
版
を
贈
呈
し
て
受
納
さ
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は
、
世
に
癌
れ
ん
と
思
ふ
芸
能
は
習
ひ
置
き
て
末
倉
ま
で
も
絶
え
ざ
る
や
う
に
し
、
当
時
人
の
す
て
て
せ
ぬ
こ
と
に
な
り
し
を
ぱ
こ
れ
を
な
し

て
、
世
の
た
め
に
後
に
そ
の
事
の
残
る
や
う
に
す
べ
し
」
と
教
育
し
た
。

さ
て
宮
田
全
澤
と
は
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
。

（
一
一
三
一
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
管
見
に
入
る
淀
藩
史
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
関
場
不
二
彦
の
論
説
「
宮
田
全
澤
が
著
、
医
学
知
津
の
解

題
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
学
識
や
思
想
を
知
る
の
染
で
あ
る
。
関
場
に
よ
れ
ば
『
医
学
知
津
』
は
二
冊
よ
り
成
り
、
延
享
元
年
春
三
月
江
戸
の
須

原
屋
太
兵
衛
が
発
行
し
た
。
内
容
は
（
上
篇
）
陰
陽
五
行
（
下
篇
）
気
・
血
・
精
・
神
・
虚
・
実
・
寒
・
熱
・
補
・
写
の
十
二
弁
よ
り
成
り
、

全
澤
の
医
学
思
想
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
医
説
を
要
約
す
れ
ば
覇
『
素
問
』
・
「
霊
枢
』
の
主
張
や
陰
陽
五
行
の
説
は
、
囲
外
の
学
（
形
而
上
、
道
、
精
神
界
）
で
は
あ
る
が
、
治

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
今
日
ま
で
伝
来
し
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
一
一
一
）

前
野
良
澤
は
実
父
谷
口
新
介
が
死
ん
だ
後
、
‐
大
叔
父
に
当
る
淀
藩
医
宮
田
全
澤
に
養
わ
れ
た
。
良
澤
が
和
蘭
語
学
習
を
は
じ
め
た
動
機
と
し

て
、
淀
藩
の
坂
江
鴎
の
懲
灌
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
田
全
澤
の
教
育
感
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
教
え
に
、
「
人
と
い
ふ
者

（
一
一
一
一
）

前
野
家
系
図

三
前
野
良
澤
と
藩
医
宮
田
全
澤

前
野
左
京
‐

宮
田
全
澤
Ｉ
東
之
Ｉ
良
澤
ｌ
良
庵
ｌ

－
１
梅
枝
－
１
吉
太
郎

Ｉ
小
三
郎

ｌ
東
庵
１

１
徳
三
郎
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療
に
稗
益
す
る
所
は
少
い
。
治
病
の
学
を
以
て
囲
内
の
学
（
形
而
下
・
具
体
的
の
学
・
医
学
も
ふ
く
む
）
と
し
て
真
理
を
究
め
ん
と
す
る
。
真

理
は
独
り
明
徹
に
解
釈
せ
ら
る
る
実
験
を
基
本
と
す
る
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
当
時
の
学
派
か
ら
い
え
ば
、

香
川
修
庵
の
儒
医
一
本
派
な
い
し
は
吉
益
東
洞
の
万
病
一
毒
派
等
の
古
方
派
に
組
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
く
一
世
を
脾
睨
し
て
慨
嘆
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
卓
絶
し
た
思
想
の
持
主
が
淀
藩
医
の
中
に
あ
っ
て
、
良
澤
の
人
格
形
成
に
影
響
を
与
え
る
と
同
時
に
家
中
一
般
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
る
。

道
啓
の
妹
宮
子
は
八
代
藩
主
正
親
の
五
男
正
春
に
見
出
さ
れ
て
、
そ
の
側
室
と
な
り
留
次
郎
を
も
う
け
た
。
留
次
郎
は
八
歳
時
、
石
川
家
に

養
子
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
宮
子
も
石
川
家
に
移
っ
た
。
留
次
郎
は
石
川
兵
庫
と
改
名
し
四
千
石
の
旗
本
寄
合
衆
と
な
り
、
ま
た
悟
堂
と

前
述
し
た
如
く
淀
藩
費
廃
校
の
際
に
、
動
物
図
説
を
持
ち
帰
っ
た
藩
医
平
野
氏
に
つ
い
て
は
、
『
今
世
医
家
人
名
録
』
（
文
政
三
庚
辰
）
に
青

（
二
四
）

山
原
宿
下
邸
本
山
城
淀
平
野
素
庵
と
で
て
い
る
。
後
述
す
る
が
平
野
家
は
杉
田
家
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
。
い
ま
平
野
家
親
族
書
（
寛
保

元
年
平
野
与
兵
衛
）
等
に
よ
り
、
筆
者
は
平
野
家
の
系
譜
を
作
っ
て
み
た
。

平
野
家
略
系
図

四
杉
田
家
と
藩
医
平
野
家

｜
淀
藩
医
淀
藩
医
淀
藩
医
淀
藩
医

一
Ｉ
栄
庵
Ｉ
栄
元
ｌ
道
啓
ｌ
素
庵
Ｉ
素
寿
呂
識
《

譲
誘
塵
）
｜
州
峰
道
安
一
Ｉ
宮
子
一
Ｉ
女杉

田
白
玄

（
今
大
路
道
三
門
人
）
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（
二
五
）

称
し
書
画
を
よ
く
し
文
人
と
交
流
し
た
。
松
浦
静
山
も
度
を
来
遊
し
た
。
『
甲
子
夜
話
』
巻
一
に
は
「
石
川
兵
庫
の
生
母
三
也
子
の
事
」
と
題

し
て
、
宮
子
の
貞
操
温
順
・
婦
徳
す
ぐ
れ
文
芸
の
才
豊
か
な
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。

（
一
一
一
ハ
、
一
一
辛
〕
）

次
に
平
野
家
よ
り
杉
田
家
に
嫁
し
た
の
は
、
素
庵
の
妹
で
あ
り
、
玄
白
の
孫
の
白
玄
に
嫁
し
た
〃
ぷ
な
〃
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
し
か
し
筆
者
は

（
二
八
）

杉
田
家
を
系
を
確
認
す
る
資
料
を
持
た
な
い
が
、
素
庵
の
孫
娘
の
後
子
が
田
辺
密
蔵
に
あ
て
た
書
翰
（
昭
和
五
年
八
月
十
日
）
を
掲
載
す
る
。

（
前
略
）
…
な
ほ
御
尋
ね
の
杉
田
と
の
関
係
に
つ
き
て
〈
別
に
深
き
い
は
れ
も
無
く
た
璽
偶
然
の
事
の
や
う
に
承
り
申
候
。
祖
父
よ
り
父
へ
の

遺
言
中
に
「
杉
田
〈
縁
家
な
れ
ば
就
き
て
蘭
学
を
学
習
せ
よ
」
と
申
し
お
き
の
ふ
し
思
出
候
。
祖
父
は
終
日
筆
を
持
ち
し
人
の
由
に
て
父
の

幼
少
の
頃
の
日
記
な
ど
御
座
候
に
付
さ
が
し
出
し
候
て
調
べ
可
申
候
。
杉
田
も
只
今
〈
伯
母
の
か
し
づ
き
候
白
玄
と
申
す
人
の
孫
の
代
に
あ

た
り
、
長
く
没
し
仲
〈
医
師
季
ハ
高
商
出
に
て
会
社
の
重
役
を
致
居
候
。
其
の
内
参
り
候
て
何
か
御
材
料
の
は
し
な
り
と
も
き
き
出
し
候
な

ど
上
存
候
。
古
き
蘭
語
の
動
物
学
〈
平
野
の
家
に
保
存
致
し
居
候
。
大
分
損
じ
た
れ
ど
大
震
災
の
際
も
御
座
候
よ
し
ど
こ
か
へ
寄
附
致
度
な

ど
存
居
る
事
に
御
座
候
、
巻
て
人
だ
の
み
に
候
へ
ど
外
国
語
学
校
長
之
某
と
申
す
方
〈
数
ヶ
国
の
語
に
く
は
し
き
由
に
て
見
て
も
ら
ひ
候
へ

杉
田
氏
略
系
図
（
片
桐
一
男
著
『
杉
田
玄
白
』
）

（
養
子
）伯

元

（
養
子
）

Ｉ
白
玄
ｌ
玄
端

玄
白
Ｉ
扇
ｌ
女

象
な
俊

ｌ
梅
松

ｌ
武

Ｉ
歴
三
郎

ｌ
雄

ｌ
盛

’
六
蔵
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こ
の
手
紙
の
筆
跡
文
面
を
糸
て
も
、
後
子
の
教
養
の
深
さ
が
わ
か
る
。
晩
婚
で
半
田
某
に
嫁
し
、
生
ま
れ
た
男
子
に
平
野
姓
を
つ
が
せ
た
。

当
時
の
住
所
は
東
京
府
北
多
摩
郡
狛
江
村
岩
戸
一
二
七
五
で
あ
っ
た
。

な
お
『
ヨ
ン
ス
ト
ン
動
物
図
説
』
の
そ
の
後
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
。

（
二
九
）

呉
秀
三
は
昭
和
四
年
、
『
中
外
医
事
新
報
」
誌
上
に
「
我
国
漢
方
医
及
び
蘭
方
医
の
最
初
の
解
剖
に
関
す
る
読
史
余
談
」
な
る
垂

た
が
、
『
解
剖
存
真
図
』
の
作
者
南
小
柿
寧
一
に
関
し
て
は
、
〃
淀
の
藩
医
、
文
政
二
年
ま
で
に
四
十
余
屍
を
解
剖
し
た
〃
と
記
γ

で
、
そ
れ
以
上
の
記
述
は
な
い
。
し
か
し
呉
は
寧
一
の
家
系
・
履
歴
・
子
孫
等
を
明
ら
か
に
し
た
い
強
い
希
望
を
も
っ
て
い
た
。

候
・
．
．
（
後
略
）

ど
蘭
語
の
や
う
な
れ
ど
よ
く
わ
か
ら
ぬ
と
申
す
事
に
御
座
候
。
い
つ
頃
の
出
版
の
も
の
に
や
な
ど
と
あ
や
し
く
ふ
し
ぎ
な
る
動
物
拝
見
致
し

五
藩
医
南
小
柿
寧
一

愚

図2呉秀三より田辺密蔵宛書翰

及
び
蘭
方
医
の
最
初
の
解
剖
に
関
す
る
読
史
余
談
」
な
る
論
説
を
発
表
し

藩
医
、
文
政
二
年
ま
で
に
四
十
余
屍
を
解
剖
し
た
″
と
記
し
て
あ
る
だ
け

・
子
孫
等
を
明
ら
か
に
し
た
い
強
い
希
望
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
昭
和

四
年
六
月
、
稲
葉
家
々
扶
大
野
重
昭
に
、
南
小
柿
寧
一
の
履
歴
等
に
関
す

る
質
問
の
書
翰
を
送
っ
た
。
そ
れ
を
大
野
か
ら
受
け
と
っ
た
淀
在
住
の
田

辺
密
蔵
は
、
以
後
二
年
間
、
可
能
な
限
り
の
手
段
を
講
じ
て
南
小
柿
の
家

史
解
明
に
つ
と
め
、
そ
れ
を
逐
一
呉
に
報
告
し
た
。
呉
は
そ
の
労
を
多
と

し
た
が
、
そ
の
結
果
は
学
会
誌
に
は
つ
い
に
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

（
一
二
、
三
○
）

し
田
辺
密
蔵
は
そ
の
一
部
を
『
温
故
会
報
告
』
第
五
・
六
号
に
掲
載
し
た
。

幸
い
未
発
表
分
も
含
め
南
小
柿
家
に
関
す
る
資
料
は
、
現
在
田
辺
陸
夫
が

所
蔵
し
て
い
る
。
筆
者
は
今
回
そ
の
資
料
の
す
べ
て
を
調
査
さ
せ
て
頂
い

た
が
、
そ
の
中
に
は
呉
の
書
翰
七
通
（
図
２
）
お
よ
び
南
小
柿
家
文
書
の
写
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六
代
南
仏

を
採
録
し
た
。

初
代
斎
藤
官
左
衛
門
が
寛
保
二
年
稲
葉
正
益
に
初
め
て
勤
仕
し
た
。
実
子
な
し
。

二
代
南
小
柿
要
仙
。
桑
名
松
平
家
の
臣
、
竹
沢
喜
左
衛
の
子
、
官
左
衛
門
の
養
子
と
な
る
。
天
明
八
年
御
番
医
師
を
命
ぜ
ら
る
。
安
永
九

年
南
小
柿
と
改
姓
す
。
隠
居
後
黙
仙
と
称
す
。

三
代
南
小
柿
寧
一
・
要
仙
の
実
子
、
幼
名
芳
太
郎
字
清
人
・
号
西
崖
・
甫
裕
と
称
す
。
寛
政
十
一
年
十
五
歳
で
家
督
を
継
ぐ
、
日
本
橋
西

に
住
み
幼
時
よ
り
桂
川
甫
周
に
入
門
し
、
外
科
を
修
め
、
兼
ね
て
天
文
輿
地
の
学
を
受
く
。
画
才
あ
り
父
方
の
伯
父
竹
沢
養
浜
に
画
を
学
ぶ
。

（
一
二
一
）

文
政
二
年
自
己
の
解
剖
例
四
十
余
体
に
、
西
洋
解
剖
書
数
種
を
参
考
に
し
て
『
解
剖
存
真
図
』
一
巻
を
作
っ
た
。
文
化
八
年
一
月
石
高
五
十
石

で
あ
っ
た
が
、
度
々
加
俸
を
う
け
て
文
政
六
年
十
二
月
に
は
石
高
百
三
十
石
に
達
し
た
。
文
政
八
年
三
月
七
日
四
十
一
歳
で
没
し
善
久
寺
に
葬

ら
れ
た
。
『
重
訂
解
体
新
書
』
の
附
図
を
画
い
た
が
実
際
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
寧
一
没
時
、
遺
族
は
妻
と
五
歳
の
娘
一
人
、
隠
居
黙
仙

の
象
で
あ
り
、
後
嗣
の
決
ま
る
ま
で
捨
扶
持
を
受
け
た
。

四
代
南
小
柿
宗
宅
。
母
方
の
相
田
家
よ
り
入
っ
て
天
保
二
年
一
月
九
日
甫
裕
の
名
跡
を
相
続
し
、
十
三
人
扶
持
を
賜
わ
り
家
を
再
興
し

た
。
桂
川
甫
賢
の
門
に
入
り
弘
化
二
年
三
月
一
日
、
師
よ
り
甫
の
字
を
許
さ
れ
て
甫
裕
と
称
す
。
慶
応
二
年
死
去
。

五
代
南
小
柿
宗
宅
。
「
慶
応
二
寅
年
五
月
七
日
跡
目
相
続
、
高
七
十
石
、
同
年
同
月
十
七
日
番
医
申
合
可
相
勤
旨
申
付
之
」
（
淀
藩
分
限

帳
）
。
維
新
後
は
洲
吾
と
改
名
し
て
横
浜
に
移
り
、
ヘ
ポ
ン
ら
と
交
流
し
た
。
日
本
基
督
教
会
横
浜
指
路
教
会
牧
師
と
な
る
。
の
ち
東
京
に
移

り
、
大
正
七
・
手
一
目
受
。

し
な
ど
多
く
を
含
ん
で
い
る
。
今
回
紙
数
の
関
係
上
、
本
論
文
中
に
は
掲
載
し
な
い
で
、
別
の
機
会
に
資
料
編
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
総
括
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
南
小
柿
家
の
小
史
を
次
に
記
す
。

み
な
が
き

南
小
柿
家

大
正
七
年
一
月
没
。

代
南
小
柿
四
郎
、

洲
吾
の
末
子
、
昭
和
五
年
頃
京
都
市
左
京
区
下
鴨
芝
本
町
五
三
に
住
ん
だ
。
田
辺
密
蔵
は
同
家
を
訪
れ
て
同
家
文
書
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（
一
一
一
一
一
）

両
家
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
井
上
家
に
つ
い
て
は
管
見
に
入
ら
な
い
の
で
、
『
福
澤
諭
吉
撰
集
』
よ
り
両
家
の
関
係
を
図

記
す
る
。

七
代
南
小
柿
正
光
。
現
在
東
京
在
住
。

菩
提
寺
は
築
地
本
願
寺
内
善
久
寺
で
あ
っ
た
が
、
震
災
後
同
寺
は
東
京
府
南
足
立
郡
伊
興
松
字
狭
間
耕
地
に
移
転
し
た
。

な
お
五
代
宗
宅
以
降
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
石
原
力
の
御
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

福
澤
家
と
井
上
家豊

前
中
津
藩

中
津
藩

福
澤
友
米
ｌ
兵
左
衛
門
’
百
助一

Ｔ
諭
吉

奥
平
主
税
Ｉ
土
岐
太
郎
八
ｉ
繊
峠
Ｍ
織
呼
－
１
［
捧
織

中
津
藩
家
老
江
戸
詰
用
人

六
福
澤
諭
吉
と
藩
士
井
上
家

｜
二
女
一
一

一
ｌ
阿
錦

淀
藩
士井

上
某
Ｉ
女
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稲
葉
家
淀
藩
の
蘭
学
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
事
跡
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
師
弟
相
伝
の
よ
う
な
系
統
的
な
蘭
学
の
流

派
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
藩
中
の
底
流
と
し
て
早
期
よ
り
蘭
学
に
対
す
る
強
い
理
解
と
憧
慢
が
流
れ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
そ
れ
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
か
。

一
つ
に
は
藩
主
正
勝
、
正
則
が
幕
閣
に
あ
っ
て
、
和
蘭
人
と
頻
繁
に
交
流
し
た
結
果
、
医
学
・
天
文
学
等
科
学
全
般
に
興
味
を
い
だ
き
、
ま

た
世
界
状
勢
に
も
明
る
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
他
面
、
国
許
の
淀
は
内
陸
に
あ
る
と
は
い
え
、
淀
川
を
通
し
て
都
の
外
港
と
し
て
の
役
割
を
果

し
て
き
た
。
参
勤
交
替
の
大
名
も
和
蘭
商
館
長
も
、
ま
た
十
二
回
に
及
ん
だ
朝
鮮
通
信
使
も
、
淀
で
船
を
乗
降
し
た
。
こ
の
事
も
海
外
情
勢
や

（
三
三
、
三
四
）

内
田
家
は
代
々
武
を
も
っ
て
稲
葉
家
に
仕
え
た
。
兵
学
は
諄
成
章
、
維
新
後
春
帆
と
改
め
た
。
淀
藩
士
飯
倉
光
貞
の
次
男
と
し
て
文
政
丁
亥

十
年
に
生
れ
、
内
田
成
允
の
養
子
と
な
る
。
初
め
大
槻
磐
渓
に
漢
学
を
学
ん
だ
が
、
藩
公
の
命
に
よ
り
江
川
英
竜
（
太
郎
左
衛
門
）
に
つ
い
て

泰
西
の
兵
術
・
砲
術
を
学
び
、
擢
ん
で
ら
れ
て
大
隊
長
兼
陣
法
師
範
と
な
り
、
家
老
格
を
以
て
遇
せ
ら
れ
、
禄
三
百
五
十
石
を
賜
う
。
明
治
三

年
淀
藩
少
参
事
に
任
し
軍
制
を
掌
っ
た
が
、
同
年
十
二
月
致
仕
し
た
。
兵
部
省
に
登
用
さ
れ
る
も
就
か
ず
。

明
治
三
十
四
年
九
月
麻
生
飯
倉
伝
町
四
番
地
で
没
す
、
年
七
十
五
歳
、
青
山
共
同
墓
地
に
葬
る
。

（
三
五
）

記
録
に
よ
れ
ば
戌
申
の
役
の
際
、
慶
応
四
年
一
月
三
日
、
淀
藩
で
は
大
砲
数
門
を
伏
見
堤
に
引
き
出
し
て
戦
闘
に
備
え
た
が
、
朝
敵
と
な
る

こ
と
を
恐
れ
て
発
射
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
城
内
に
も
ど
さ
れ
た
。
ま
た
一
月
六
日
長
洲
藩
に
野
砲
七
門
を
貸
し
ま
た
西
郷
隆
盛
の
乞
に
よ
り
大

砲
二
門
を
貸
与
し
た
。
内
田
吟
風
（
平
学
孫
）
の
談
に
よ
れ
ば
、
兵
学
は
木
津
川
の
大
橋
下
流
の
河
原
で
砲
術
訓
練
や
歩
兵
訓
練
を
行
っ
た
な

ど
多
く
の
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

む
す
ぴ

七
藩
士
内
田
平
学
と
和
蘭
砲
術
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西
洋
の
学
問
を
理
解
す
る
文
化
的
風
土
を
醸
成
し
た
。

例
え
ば
南
小
柿
寧
一
の
畢
世
の
業
績
で
あ
る
『
解
剖
存
真
図
』
の
生
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
三
代
正
則
は
自
身
で
和
蘭
人

医
師
の
治
療
を
う
け
て
、
そ
の
優
秀
性
を
認
め
る
や
、
家
臣
を
長
崎
に
派
遣
し
て
和
蘭
語
や
医
術
を
学
ば
せ
た
。
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ゲ
ル
や
レ
ン

メ
リ
ン
の
解
剖
書
を
注
文
し
て
入
手
し
、
こ
れ
を
通
詞
に
緬
訳
さ
せ
た
。
正
則
の
こ
の
よ
う
な
蘭
学
へ
の
積
極
性
は
、
稲
葉
藩
全
体
に
和
蘭
医

学
へ
の
認
識
を
深
め
る
結
果
と
な
り
、
そ
れ
は
一
つ
の
底
流
と
な
っ
て
後
年
『
解
剖
存
真
図
』
と
し
て
結
実
し
た
。

今
一
つ
想
を
暹
し
く
す
る
な
ら
ば
、
伊
良
子
光
顕
が
山
脇
東
洋
に
次
い
で
解
剖
を
行
い
、
ま
た
小
石
元
俊
が
平
次
郎
解
剖
を
行
っ
た
伏
水
刑

場
は
、
淀
城
か
ら
宇
治
川
北
岸
の
堤
（
伏
見
堤
）
を
遡
る
こ
と
僅
に
一
里
（
四
粁
）
の
近
距
離
に
あ
っ
た
。
藩
公
に
従
っ
て
国
許
に
帰
っ
た
寧

一
は
、
い
や
で
も
光
顕
や
元
俊
の
解
剖
の
事
跡
を
想
起
し
て
、
お
お
い
に
刺
激
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
『
解
剖
存
真
図
』
に
は
『
平
次
郎
蔵

図
』
と
の
比
較
が
意
識
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

寧
一
の
石
高
は
二
十
七
歳
の
時
、
僅
に
五
十
石
で
あ
っ
た
が
、
数
年
毎
に
二
、
三
十
石
ず
つ
の
加
俸
を
う
け
て
、
三
十
九
歳
時
に
は
亘
一
千

石
に
達
し
た
事
実
を
み
て
も
、
藩
財
政
窮
乏
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
淀
藩
が
い
か
に
学
問
重
視
の
姿
勢
を
も
ち
つ
。
つ
け
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

淀
藩
は
山
城
国
（
京
都
市
）
に
お
け
る
唯
一
の
大
名
領
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
皇
都
に
お
け
る
有
名
蘭
学
者
と
は
異
な
っ
た
蘭
学
の
流
れ
が

あ
っ
た
。

稿
を
終
る
に
当
り
、
基
礎
資
料
の
閲
覧
に
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
淀
温
故
会
の
田
辺
陸
夫
氏
と
成
田
村
夫
氏
。
内
田
兵
学
末
喬
の
内
田
吟
風
氏
。
種
壷

御
教
示
い
た
だ
い
た
日
本
医
史
学
会
酒
井
シ
ヅ
博
士
と
石
原
力
博
士
。
ま
た
モ
ン
タ
ヌ
ス
使
節
記
原
書
閲
覧
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
京
都
外
国
語
大
学
図
書

館
関
係
各
位
。
以
上
の
諸
氏
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。

本
論
文
の
要
旨
は
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
、
日
本
医
史
学
会
例
会
（
於
順
天
堂
大
学
）
に
お
い
て
口
演
し
た
。
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献
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田
辺
密
蔵
『
淀
城
に
就
い
て
』
第
二
回
『
報
告
』
昭
十
一

境
幸
政
『
山
城
淀
城
』
昭
四
十
一

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
第
十
、
昭
五
十
九

田
辺
密
蔵
『
渋
谷
御
下
屋
敷
の
名
勝
に
就
い
て
』
第
一
三
回
『
報
告
』
、
昭
十
三

永
積
洋
子
『
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
二
輯
、
一
九
六
九
年

『
永
代
日
記
』
原
本
は
稲
葉
神
社
の
所
蔵
で
あ
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
（
東
京
都
品
川
区
豊
町
一
ノ
ー
六

ノ
ー
○
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

田
辺
密
蔵
「
江
戸
初
期
よ
り
我
藩
に
は
隠
然
蘭
学
の
流
あ
り
し
に
あ
ら
ず
や
と
の
疑
問
に
就
て
、
附
南
小
柿
寧
一
の
事
蹟
」
第
五
回
『
報
告
』
、
昭
五

岩
生
成
一
「
オ
ラ
ン
ダ
史
料
か
ら
見
た
江
戸
初
期
西
洋
医
学
の
発
達
」
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
二
六
巻
三
号
、
昭
四
十
三

小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
「
『
解
体
新
書
』
出
版
以
前
の
西
洋
医
学
の
受
容
」
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
三
五
巻
三
号
、
昭
五
十
三

杉
立
義
一
「
太
田
黒
玄
淡
の
和
蘭
医
術
免
許
状
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
三
○
九
号
、
昭
五
十
一

シ
ｇ
ｏ
匡
扇
巨
○
ｚ
弓
シ
ｚ
口
砕
《
《
”
の
日
胃
百
国
の
シ
佳
圃
の
閉
の
吻
耳
芝
畠
呉
閃
冒
冨
亀
坤
。
日
昏
①
隠
胃
‐
旨
島
餌
９
目
〕
冨
昌
９
号
。
ご
昌
且

卑
○
ぐ
旨
ｏ
①
、
〉
８
岳
の
国
冒
胃
吋
○
吋
ｇ
』
§
四
国
・
）
・
国
自
彊
骨
ａ
ご
］
呂
旨
○
⑦
周
Ｆ
罰
昌
Ｆ
○
回
８
口
》
届
ご

和
田
萬
吉
訳
『
モ
ン
タ
ヌ
ス
日
本
誌
』
大
十
四

京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
」
昭
五
十
五

山
田
重
正
「
山
城
淀
藩
の
医
学
」
『
啓
迪
』
一
号
昭
五
十
八

杉
立
義
一
「
淀
藩
医
竹
岡
家
に
つ
い
て
」
『
啓
迪
』
六
号
、
昭
六
十
三

杉
立
義
一
「
鉄
牛
禅
師
賛
岡
本
玄
冶
画
像
に
つ
い
て
」
『
漢
方
の
臨
床
」
三
四
巻
一
二
号
、
昭
六
十
二

田
辺
密
蔵
編
『
漠
城
温
故
会
報
告
』
田
辺
家
は
世
々
稲
葉
藩
の
筆
頭
家
老
と
し
て
、
幕
末
ま
で
淀
藩
に
重
き
を
な
し
た
。
密
蔵
は
海
軍
士
官
を
退

役
後
、
淀
藩
歴
史
の
解
明
記
録
を
意
図
し
、
大
正
十
五
年
よ
り
漠
城
温
故
会
を
主
宰
し
、
『
漠
城
温
故
会
報
告
』
（
大
正
十
五
年
第
一
回
よ
り
昭
和

十
四
年
第
一
四
回
ま
で
）
を
発
行
し
た
。
以
後
『
報
告
』
と
略
す
。
昭
和
十
四
年
密
蔵
没
後
そ
の
資
料
・
古
文
書
は
甥
の
田
辺
陸
夫
が
保
管
し
て

い
る
。
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永
積
洋
子
『
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
、
洋
学
史
事
典
』
昭
五
十
九

上
野
益
三
「
博
物
学
史
散
歩
㈹
ラ
イ
デ
ン
」
『
植
物
と
文
化
』
八
号
、
昭
四
十
八

上
野
益
三
「
山
本
亡
羊
遺
愛
ド
ド
ネ
ウ
ス
草
木
誌
」
『
植
物
と
文
化
』
一
二
号
昭
五
十

杉
田
玄
白
『
蘭
学
事
始
』
岩
波
文
庫
昭
五
十

「
前
野
家
系
図
」
『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
○
七
号
、
昭
九

関
場
不
二
彦
「
宮
田
全
澤
が
著
医
学
知
津
の
解
題
」
『
中
外
医
事
新
報
』
二
二
六
号
、
昭
十

半
田
後
「
平
野
宮
子
の
事
蹟
に
就
て
」
第
五
回
『
報
告
』
、
昭
五

松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
Ｉ
昭
五
十
二

片
桐
一
夫
『
杉
田
玄
白
』
昭
四
十
六

「
杉
田
玄
白
の
家
系
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
八
巻
三
・
四
号
、
昭
三
十
三

半
田
後
よ
り
田
辺
密
蔵
宛
書
翰
田
辺
陸
夫
蔵

呉
秀
三
「
我
邦
漢
方
医
及
び
蘭
方
医
の
最
初
の
解
剖
に
関
す
る
読
史
余
談
（
一
’
八
）
」
『
中
外
医
事
新
報
』
二
四
三
号
’
二
五
四
号
、
昭
四

田
辺
密
蔵
「
南
小
柿
寧
一
事
跡
補
遺
」
第
六
回
『
報
告
』
、
昭
六

小
川
鼎
三
「
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
」
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
昭
三
十
五

「
福
澤
諭
吉
子
女
之
伝
」
『
福
澤
諭
吉
撰
集
』
第
十
巻
昭
五
十
八

田
辺
密
蔵
「
我
藩
文
武
制
度
の
一
班
と
其
首
脳
者
に
就
て
」
第
二
回
『
報
告
』
、
昭
十
一

内
田
家
々
系
図
内
田
吟
風
所
蔵

田
辺
密
蔵
「
戌
辰
に
於
け
る
淀
城
」
第
一
四
回
『
報
告
』
、
昭
和
十
四

（
京
都
府
京
都
市
）
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DevelopmentofDutchstudy(R""g"""）
intheYodofeudalclan.

函
＠
画

byYoshikazuSUGITATSU

Whileacabinetmemberfi､oml657tol680,Masanorilnaba(the3rdlordofthelnabafamily)
becameacquaintedwiththemanagersoftheDeshimafactory，HeobtainedseveralDutchtextbooks

onnaturalscienceandanatomyfromthem,andorderedtheirtranslationintoJapanese.

UndertheacademicinHuenceoflordMasanori,DutchstudywasgreatlyspreadintheYodoclan,

Oneoftheresultsis<CKaibosonshinzu''describedinl819byNeiitsuMinamigaki,asurJonbelonging
totheYodoclan,whichiswellknowntobeavaluableanatomicalscroll.

Today,attheInabashrine,wecanstillsee@$Dodonaeus'sHerbal''publishedinAntwerpinl644,

whichwaspresentedtoMasanoribyWagenaerinl659andhandeddownwithinthelnabafamily.
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